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西
日
暮
里
駅
前
再
開
発
は
、

２
０
１
４
年
の
準
備
組
合
発
足

以
来
、
20
年
３
月
都
市
計
画
決

定
を
め
ざ
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
荒
川
区
議
会
に
賛
否
の

陳
情
書
が
多
数
提
出
さ
れ
た
た

め
、
区
は
決
定
を
先
延
ば
し
し

ま
し
た
。
事
業
規
模
は
１
千
億

円
。そ

の
頃
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
感
染
拡
大
し
始
め
、
緊

急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
ま
し

た
。
事
業
者
の
経
営
悪
化
な
ど

に
よ
る
歳
入
減
や
医
療
・
介
護

・
社
会
保
障
分
野
へ
の
支
出
増

に
よ
り
、
財
政
へ
の
負
荷
は
大

き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
正

規
労
働
者
の
非
正
規
転
換
、
雇

い
止
め
や
解
雇
な
ど
に
よ
り
、

人
々
の
暮
ら
し
向
き
も
厳
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、

区
は
「
再
開
発
計
画
の
見
直

し
」
、
ホ
ー
ル
建
設

の
断
念
を
決
定
し
ま

し
た
。

も
と
も
と
、
こ
の
再
開
発
計

画
は
、
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
だ

け
で
な
く
、
商
業
・
ホ
ー
ル
棟

を
建
設
し
、
商
業
施
設
の
上
に

１
５
０
０
人
を
収
容
す
る
大
ホ

ー
ル
と
４
０
０
人
を
収
容
す
る

小
ホ
ー
ル
を
建
設
す
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。
ホ
ー
ル
建
設
は

サ
ン
パ
ー
ル
荒
川
に
代
わ
る
も

の
と
し
て
、
建
設
費
は
１
９
０

億
円
。
区
は
西
日
暮
里
５
丁
目

に
あ
る
区
有
地
を
30
億
円
で
売

却
し
、
さ
ら
に
国
と
都
の
補
助

金
２
５
０
億
円
を
使
っ
て
い
く

計
画
で
し
た
。

ホ
ー
ル
建
設
の
代
替
案
と
し

て
出
さ
れ
た
の
が
、
区
有
施
設

で
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
図
書
館

貸
出
返
却
窓
口
・
防
音
型
音
楽

室
（
７
階
）
、
民
間
に
よ
る
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
（
多
目

的
ホ
ー
ル
、
８
・
９
階
）
で

す
。し

か
し
、
再
開
発
地
域
の
60

％
を
占
め
る
公
有
地
で
あ
る
の

に
、
区
の
施
設
に
な
る
の
は
７

階
部
分
だ
け
。
こ
れ
の
ど
こ
に

「
公
共
性
」
が
あ
る
の
か
と
い

う
疑
問
の
声
が
あ
り
ま
す
。

橋
本
さ
ん
は
、
「
再
開
発
地

域
に
は
、
道
灌
山
中
学
校
跡

地
、
区
立
ひ
ぐ
ら
し
保
育
園
、

社
会
福
祉
法
人
西
日
暮
里
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福

祉
法
人
在
宅
高
齢
者
通
所
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
公
共
性
の
あ
る
施
設

を
廃
止
し
て
、
タ
ワ
ー
マ
ン
シ

ョ
ン
と
商
業
施
設
・
ギ
ャ
ラ
リ

ー
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

な
ど
を
建
設
す
る
こ
と
に
何
の

意
味
が
あ
る
の
か
」
と
話
し
ま

す
。20

年
９
月
の
区
議
会
建
設
環

境
委
員
会
で
は
、
「
道
灌
山
中

学
校
跡
地
は
区
民
の
も
の
だ
。

区
民
へ
の
説
明
は
？
」
「
ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
ど
の
代
替
案
で
あ
る

な
ら
ば
、
道
灌
山
中
跡
地
の
立

て
替
え
だ
け
で
十
分
で
は
な
い

か
」
な
ど
、
計
画
変
更
に
懸
念

が
あ
る
と
の
意
見
が
多
数
出
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
商
業
施
設
に
つ
い
て

は
同
じ
規
模
の
北
千
住
駅
ル
ミ

ネ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ル
ミ
ネ
は

駅
ビ
ル
構
内
に
あ
り
、
利
便
性

も
集
客
力
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
再
開
発
の
商
業
施
設
は
西

日
暮
里
駅
か
ら
離
れ
て
お
り
、

北
千
住
駅
ル
ミ
ネ
の
よ
う
な
集

客
力
は
見
込
め
な
い
の
で
は
な

い
か
と
指
摘
す
る
声
も
出
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
問
題
は
タ
ワ
ー
マ

ン
シ
ョ
ン
計
画
で
す
。
ホ
ー
ル

の
よ
う
に
再
検
討
す
ら
さ
れ
て

い
な
い
、
区
と
準
備
組
合
は
当

初
の
予
定
通
り
推
し
進
め
る
構

え
で
い
ま
す
。
準
備
組
合
に
参

画
し
て
い
る
野
村
不
動
産
と
三

菱
地
所
レ
ジ
デ
ン
ス
は
、
１
０

０
０
戸
も
の
住
宅
建
設
と
売
買

で
大
き
な
利
益
を
得
て
西
日
暮

里
を
引
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
後
は
、
管
理
専
門
会
社
や

管
理
組
合
が
管
理
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
タ
ワ
ー

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
営
繕
費
用

は
通
常
の
1
・
5
倍
と
い
わ
れ

て
お
り
高
額
な
負
担
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
大
規
模
修
繕
に
は

数
十
億
円
か
か
る
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
到
底
、
住
民
の
納

得
と
合
意
形
成
が
得
ら
れ
る
と

は
考
え
に
く
い
で
す
。

神
戸
市
や
横
浜
市
は
タ
ワ
ー

マ
ン
シ
ョ
ン
規
制
条
例
を
制
定

し
、
「
駅
前
地
区
に
お
け
る
過

度
な
住
宅
供
給
は
地
域
の
活
性

化
や
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が

ら
な
い
」
と
い
う
判
断
も
し
て

い
ま
す
。

「
今
後
、
コ
ロ
ナ
の
収
束
の

見
通
し
が
立
た
な
い
中
、
税
収

も
悪
化
し
ま
す
。
で
は
、
い
っ

た
い
誰
が
負
担
す
る
の
か
を
区

も
地
権
者
も
考
え
て
ほ
し
い
」

と
橋
本
さ
ん
は
怒
り
を
隠
せ
ま

せ
ん
。

今
年
３
月
の
区
議
会
本
会
議

の

終
日
、
先
延
ば
し
陳
情
は

不
採
択
と
な
り
、
同
月
末
の
区

の
都
市
計
画
審
議
会
で
計
画
が

了
承
さ
れ
、
都
へ
申
請
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束

し
な
い
中
、
行
政
の
や
る
べ
き

こ
と
は
社
会
保
障
・
コ
ロ
ナ
対

策
、
事
業
者
へ
の
補
助
で
あ

り
、
区
と
都
は
国
の
戦
略
特
区

に
安
易
に
飛
び
つ
く
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
西
日
暮
里
駅
前

再
開
発
は
、
７
月
の
都
議
会
議

員
選
挙
で
は
争
点
の
一
つ
に
な

り
ま
す
。

( 1 ) ２０２１年４月１０日 第６３０号

５月21日(金)14時～16時
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西
日
暮
里
駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
計
画
が
浮
上
し
て
い
ま

す
。
道
灌
山
通
り
、
尾
久
橋
通
り
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
線
路
に
囲
ま
れ

た
、
道
灌
山
中
学
校
跡
地
や
荒
川
区
立
ひ
ぐ
ら
し
保
育
園
な
ど
が

あ
る
西
日
暮
里
５
丁
目
一
帯
に
、
地
上
47
階
、
１
０
０
０
所
帯
が

入
る
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
と
商
業
施
設
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
図
書
館

貸
出
返
却
窓
口
な
ど
の
区
有
施
設
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
の

民
間
施
設
が
入
る
棟
を
つ
く
る
計
画
で
す
。

１
０
０
０
所
帯
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
つ
く
っ
て
学
校
や
保
育
施
設

は
ど
う
す
る
の
か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
歳
入
の
悪
化
が
予
想
さ
れ
る

中
、
今
後
管
理
維
持
費
を
ど
う
す
る
の
か
、
何
よ
り
も
公
共
性
が

あ
る
の
か
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

編
集
部
で
は
、
駅
前
再
開
発
の
見
直
し
を
求
め
て
き
た
「
西
日

暮
里
駅
前
再
開
発
を
考
え
る
会
」
事
務
局
長
の
橋
本
洋
一
さ
ん
に

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

記
事
・
写
真

船
橋
賢
一
＝
書
記
局

駅
前
再
開
発
を
考
え
る
会
・
橋
本
洋
一
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

西日暮里駅前再開発 公共性を問う
タワーマンションなど建設計画 事業規模1000億円

橋
本
さ
ん
（
写
真
上
）
・
道
灌
山
中
学
校
跡
地
（
同

中
央
）
・
区
立
ひ
ぐ
ら
し
保
育
園
（
同
下
）

西
日
暮
里
駅
前
再
開
発
地
域
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
「
空
き
家
」

対
策
も
問
わ
れ
て
い
る
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【
竹
達
浩
記
者
＝
南
千
住
分

会
】
福
島
原
発
事
故
か
ら
10

年
、
事
故
の
収
束
作
業
の
進
捗

は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
事
故

の
記
憶
の
風
化
も
進
む
節
目
の

年
、
３
月
27
日
、
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
で
「
さ
よ
な
ら
原
発
」

一
千
万
署
名
市
民
の
会
主
催
の

首
都
圏
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
集
会
参
加
者
は
１
５
０
０

人
。

集
会
は
福
島
出
身
の
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
片
平
里

奈
さ
ん
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ラ
イ

ブ
で
始
ま
り
ま
し
た
。
司
会
は

古
今
亭
菊
千
代
さ
ん
。
「
憲
法

９
条
が
な
け
れ
ば
落
語
も
な

い
、
憲
法
を
守
り
勇
気
を
も
っ

て
脱
原
発
を
訴
え
ま
す
」
と
第

一
声
。

主
催
者
で
作
家
の
鎌
田
慧
さ

ん
は
、
「
原
発
事
故
で
多
く
の

市
民
が
命
と
土
地
を
失
っ
た
。

国
民
の
８
割
は
『
脱
原
発
』
で

す
が
、
国
は
原
発
を
続
け
る
。

許
せ
な
い
。
署
名
を
８
８
０
万

筆
国
会
に
提
出
、
水
戸
地
裁
裁

判
官
の
英
断
で
東
海
第
二
原
発

の
稼
働
を
禁
止
し
た
。
原
発
行

政
は
行
き
詰
ま
っ
て
い
ま
す
」

と
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
作
家
の
澤
地
久
枝
さ

ん
は
、
「
私
は
90
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ま
し
た
。
原
発
の
危
険

と
悲
惨
を
総
理
大
臣
は
よ
く
知

っ
て
い
な
が
ら
止
め
な
い
。
安

倍
と
菅
に
憎
し
み
を
持
つ
。
命

あ
る
限
り
反
原
発
の
志
を
広
げ

て
い
き
た
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。福

島
原
発
刑
事
訴
訟
支
援
団

事
務
局
長
の
千
脇
美
和
さ
ん

は
、
「
国
の
賠
償
や
住
宅
支
援

の
打
ち
切
り
状
況
を
告
発
し
、

あ
ら
ゆ
る
基
準
値
を
恣
意
的
に

変
え
た
。
子
ど
も
た
ち
に
良
い

未
来
を
残
す
た
め
に
力
を
尽
く

し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

城
南
信
金
顧
問
で
原
発
ゼ
ロ

・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
連
盟

会
長
の
吉
原
毅
さ
ん
は
、
「
原

発
を
続
け
る
こ
と
は
経
済
面
か

ら
も
マ
イ
ナ
ス
。
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
で
日
本
は
元
気

に
な
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

東
海
第
二
原
発
運
転
差
し
止

め
裁
判
原
告
共
同
代
表
の
大
石

光
伸
さ
ん
は
、
「
今
月
18
日
、

水
戸
地
裁
で
の
裁
判
で
私
た
ち

は
勝
利
し
た
。
福
島
原
発
事
故

の
困
難
を
直
視
し
た
判
決
だ
。

８
年
間
の
闘
い
で
裁
判
官
は
日

本
原
電
の
原
発
の
安
全
性
を
否

定
し
た
。
こ
の
判
決
を
確
信

に
、
『
原
発
ゼ
ロ
』
の
世
論
を

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
は
東
京
電

力
本
店
や
数
寄
屋
橋
交
差
点
を

通
り
、
東
京
駅
近
く
の
鍛
冶
橋

交
差
点
ま
で
デ
モ
行
進
を
し
ま

し
た
。

【
増
山
國
吉

通
信
員
＝
西
尾

久
分
会
】
３
月

18
日
、
全
建
総

連
東
京
都
連
は

大
井
町
き
ゅ
り

あ
ん
で
「
建
設

産
業
の
未
来
を

創
る
２
０
２
１

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム
」
を
開
催
。

全
体
で
７
組
合

74
人
、
荒
川
支

部
か
ら
２
人
が

参

加

し

ま

し

た
。

「
建
設
業
の
未

来
を
拓
く
た
め
に
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
日
本
型
枠
工
事
業
協

会
常
任
理
事
の
後
町
広
幸
氏
か

ら
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
は
２
０
２
３

年
度
を
目
標
と
し
て
あ
ら
ゆ
る

工
事
で
完
全
実
施
を
め
ざ
す
。

建
設
技
能
者
が
持
つ
経
験
・
技

能
・
資
格
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
等
に
基
づ
い
て
４
つ
の
レ
ベ

ル
に
分
類
し
、
そ
の
レ
ベ
ル
に

相
応
し
い
賃
金
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で

す
。ま

た
、
利
用
者
に
ど
ん
な
経

験
と
技
能
を
持
つ
職
人
た
ち
が

そ
の
建
物
・
道
路
・
鉄
道
・
ダ

ム
な
ど
を
作
っ
た
の
か
が
示
せ

る
シ
ス
テ
ム
で
も
あ
り
、
職
人

の
顔
が
見
え
る
建
設
産
業
へ
の

転
換
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
専
門
工
事
業
者
が
客
観
的
な

評
価
に
基
づ
い
て
適
正
価
格
で

の
発
注
を
元
請
け
に
求
め
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
、
な
ど
と
力

説
し
ま
し
た
。

20
年
12
月
現
在
、
登
録
技
能

者
数
は
約
44
万
人
。
今
後
は
町

場
・
野
丁
場
で
働
く
す
べ
て
の

従
事
者
が
登
録
し
て
い
く
こ
と

が
必
須
で
す
。

な
お
、
都
議
会
か
ら
立
憲
民

主
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
、
共
産

の
各
会
派
が
参
加
し
、
連
帯
の

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

【
薄
井
章
記
者
＝
町
屋
南
分

会
】
東
京
土
建
本
部
第
74
回
定

期
大
会
が
３
月
14
日
開
催
さ

れ
、
参
加
代
議
員
は
３
０
６

人
、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
41

人
、
荒
川
支
部
か
ら
６
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

中
村
中
央
執
行
委
員
長
挨
拶

の
後
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

原
告
団
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判

の
完
全
勝
利
と
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
補
償
基
金
制
度
の
創
設
を
勝

ち
取
っ
て
い
く
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

東
京
土
建
未
来
の
会
の
経
過

報
告
と
統
制
決
定
に
関
す
る
採

決
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
、
小
番
書
記
長
の
基
調

報
告
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
の
仲
間
の
仕
事
確
保
の
運

動
、
命
と
暮
ら
し
・
経
営
を
守

る
取
り
組
み
、
組
織
拡
大
の
意

義
、
役
員
の
役
割
な
ど
に
つ
い

て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

基
調
報
告
に
対
す
る
質
疑
答

弁
で
は
、
各
支
部
・
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
文
書
質
問
、
32
質
問
と

意
見
が
あ
り
、
小
番
書
記
長
が

答
弁
し
ま
し
た
。

未
来
の
会
の
裁
判
費
用
に
つ

い
て
は
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

質
疑
で
は
、
今
年
度
の
中
央
執

行
委
員
会
で
決
定
す
る
旨
が
答

弁
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
報
告
、
各
専
門
部
報

告
、
決
算
報
告
と
予
算
案
は
、

全
て
一
括
プ
ラ
カ
ー
ド
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
旧
役
員
挨
拶
、

中
村
新
委
員
長
挨
拶
、
「
団
結

が
ん
ば
ろ
う
」
で
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

( 2 )２０２１年４月１０日 第６３０号

3.27さよなら原発首都圏集会

【
藤
川
直
樹
通
信
員
＝
東
尾
久
１

分
会
】
東
尾
久
１
分
会
は
３
月
31

日
、
分
会
総
会
を
東
尾
久
四
丁
目
西

町
会
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
27
人
。

手
指
消
毒
を
し
、
体
温
測
定
を
し

た
上
で
、
三
密
を
避
け
る
た
め
に
主

だ
っ
た
役
員
の
み
で
の
会
議
に
な
り

ま
し
た
。
健
康
保
険
証
は
例
年
、
総

会
終
了
後
に
配
布
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
組
合
員
の
来
場
時
に
配

布
し
ま
し
た
。

６
月
の
住
宅
デ
ー
に
つ
い
て
は
、

規
模
を
縮
小
し
て
で
も
、
住
宅
相
談

や
包
丁
研
ぎ
な
ど
を
中
心
と
し
て
開

催
す
る
方
向
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

新
年
度
役
員
が
若
干
変
更
さ
れ
、

議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

東尾久１分会が総会

住宅デー小規模開催などを討議

東
尾
久
１
分
会
総
会

27
人
が
参
加
し
た

建
設
産
業
の
未
来
を
創
る
シ
ン
ポ

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

顔
の
見
え
る
産
業
へ

第
74
回
本
部
大
会

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
勝
利

コ
ロ
ナ
禍
で
の
諸
運
動
を
決
意

裁判勝利を報告する東海第二原発原告団のみなさん

建設業の未来を築く 待遇改善を考えるシンポになった

原
発
行
政
の
行
き
詰
ま
り

東
海
第
二
原
発
は
止
っ
た

澤
地
久
枝
さ
ん
（
作
家
）
ら
脱
原
発
訴
え





お れ た ち

会
で
は
、
落
語
家
を
呼
ん
で
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
分

会
の
組
合
員
の
楽
し
み
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
分
会
は
堀
井
一
前

分
会
長
と
小
谷
野
浩
享
現
分
会

長
、
分
会
組
合
員
は
協
力
し
な

が
ら
「
分
会
の
問
題
を
一
つ
一

つ
解
決
し
て
行
き
た
い
」
と
団

結
し
て
い
ま
す
。

( 4 )２０２１年４月１０日 第６３０号

『旅立つ息子へ』

ニルベルグマン監督

(C)2020
SPIRO

FILMS
LTD

【
竹
達
浩
記
者
＝
南
千
住
分

会
】
２
０
２
０
年
11
月
28
日
、

戦
場
体
験
放
映
保
存
の
会
主
催

に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
茶
話
会
に
お
い

て
放
映
さ
れ
た
戦
争
体
験
者
・

今
村
真
さ
ん
の
経
歴
と
戦
争
体

験
談
を
紹
介
し
ま
す
。

□
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
３

月
13
日
生
ま
れ
。

□
当
時
の
本
籍
地

長
野
県
伊

那
郡
川
路
村
。

□
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
。

□
陸
軍
憲
兵
。

平
和
の
中
の
影

が
挺
身
す
る
こ
と
と
し
て
、
当

局
か
ら
各
都
道
府
県
へ
の
割
り

当
て
数
が
決
め
ら
れ
、
さ
ら
に

都
道
府
県
か
ら
各
学
校
へ
の
割

り
当
て
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。こ

の
制
度
は
国
策
と
し
て
推

進
さ
れ
、
全
国
か
ら
８
万
６
千

人
も
の
少
年
が
送
り
出
さ
れ
ま

し
た
。

特
に
、
不
況
の
煽
り
が
大
き

か
っ
た
長
野
県
の
場
合
は
、
学

校
・
教
育
団
体
が
少
年
の
送
り

出
し
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

７
０
０
０
人
の
若
者
を
満
州
に

送
り
出
し
た
の
で
す
。つ

づ
く

【
堀
井
一
・
川
又
好
一
記
者
＝

日
暮
里
１
分
会
】
現
在
の
日
暮

里
１
分
会
は
、
３
月
１
日
付
け

で
１
２
１
人
と
荒
川
支
部
で
は

時
同
じ
く
１
９
３
２
年
は
満

州
国
の
建
国
の
年
、
満
州
開
発

事
業
の
主
導
権
は
関
東
軍
が
握

っ
て
い
ま
し
た
。
２
・
26
事
件

（
１
９
３
６
年
）
発
生
以
後
軍

部
の
政
治
的
発
言
力
が
強
ま

り
、
関
東
軍
と
陸
軍
省
に
よ
る

「
満
州
農
業
移
民
百
万
戸
移
住

計
画
」
が
た
て
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
翌
37
（
昭
和
12
）

年
に
日
中
戦
争
が
勃
発
し
、
戦

争
へ
の
大
量
動
員
と
戦
時
景
気

に
伴
う
労
働
力
需
要
に
よ
り
、

成
人
移
民
を
多
量
に
確
保
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
補
う
た
め

に
同
年
11
月
、
「
満
蒙
開
拓
青

少
年
義
勇
軍
編
成
に
関
す
る
建

白
書
」
が
政
府
全
閣
僚
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
政
府
は
、
「
満
州

に
対
す
る
青
少
年
移
民
送
出
に

関
す
る
件
」
を
立
案
し
閣
議
決

定
、
そ
の
年
の
12
月
に
は
「
満

州
青
年
移
民
実
施
要
項
」
を
作

成
し
、
翌
38
年
そ
の
実
施
要
項

に
基
づ
い
て
募
集
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

募
集
要
項
に
よ
る
募
集
条
件

は
、
小
学
校
を
卒
業
し
、
数
え

年
16
歳
か
ら
19
歳
ま
で
の
身
体

強
肩
な
る
男
子
で
、
父
母
の
承

諾
を
得
た
も
の
で
あ
れ
ば
誰
で

も
よ
い
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
募
集
目
的
は
日
中
戦

争
遂
行
上
必
要
不
可
欠
な
満
州

支
配
の
安
定
的
維
持
に
青
少
年

今
村
真
さ
ん
の
戦
争
体
験
談

青
少
年
８
万
人
が
満
蒙
へ

□
関
東
軍
憲
兵
司
令
部
科
学
偵

諜
班
。

□
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
抑
留
。

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の

息
子
と
そ
の
父
親
と
の
強
い

き
ず
な
と
別
れ
を
描
い
た
作

品
。
障
害
の
あ
る
息
子
と
生

き
る
親
の
愛
と
葛
藤
、
そ
し

て
息
子
の
旅
立
ち
に
心
が
震

え
ま
す
。

一
人
息
子
ア
リ
と
暮
ら
す

父
親
ア
ハ
ロ
ン
。
し
か
し
、

別
居
中
の
妻
タ
マ
ラ
は
障
害

の
あ
る
息
子
の
将
来
を
心
配

し
、
全
寮
制
の
支
援
施
設
へ

の
入
所
を
決
め
ま
す
。
妻
の

思
い
に
あ
ら
が
い
な
が
ら
も

定
収
入
の
な
い
ア
ハ
ロ
ン
は

裁
判
所
か
ら
養
育
不
適
合
と

判
断
さ
れ
、
入
所
は
決
定
し

ま
す
。

入
所
の
日
、
息
子
を
施
設

に
送
る
ア
ハ
ロ
ン
。
突
然
の

別
れ
に
激
し
い
パ
ニ
ッ
ク
を

起
こ
す
ア
リ
。
父
親
は
息
子

を
き
つ
く
抱
き
し
め
な
が

ら
、
「
息
子
は
自
分
が
守
り

抜
く
」
と
決
意
し
ま
す
。
こ

う
し
て
２
人
の
逃
避
行
が
始

ま
り
ま
す
が
、
銀
行
口
座
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
凍
結

さ
れ
て
…
。

昨
年
の
カ
ン
ヌ
国
際
映
画

祭
出
品
作
品
、
３
月
26
日
か

ら
全
国
公
開
。

■
町
田

稔
さ
ん

１
月
30
日
逝
去

享
年
96

（
町
屋
南
・
と
び
）

町
田
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
組

合
活
動
歴

○
１
９
７
４
年

荒
川
支
部

に
加
入

○
１
９
７
８
年

町
屋
四
分

会
の
執
行
委
員
に
就
任
（
～
１

９
８
０
年
）

○
１
９
８
１
年

胃
潰
瘍
で

手
術○

１
９
８
３
年

昇
降
盤
で

左
手
指
を
落
と
す
事
故
に
遭
う

○
１
９
８
４
年

息
子
・
豊

さ
ん
が
執
行
委
員
に

親
子
で

組
合
活
動

町
田
さ
ん
は
分
会
・
群
の
役

員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

一
番
小
さ
な
分
会
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
毎
月
開
催
の
分

会
執
行
委
員
会
や
群
会
議
、
ま

た
分
会
総
会
・
拡
大
行
動
な
ど

の
分
会
行
事
を
、
地
元
の
三
河

島
町
会
会
館
で
行
っ
て
い
ま

す
。町

会
会
館
は
、
東
日
暮
里
３

丁
目
３
番
に
あ
り
ま
す
。
実
は

三
河
島
と
い
う
住
所
は
現
在
あ

り
ま
せ
ん
。
１
９
６
２
（
昭
和

37
）
年
５
月
に
起
き
た
死
者
１

６
０
人
を
出
し
た
常
盤
線
三
河

島
事
故
で
皆
さ
ん
の
記
憶
に
残

っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
三
河
島
」
と
い
う
地
名
は
荒

川
区
で
広
範
囲
に
わ
た
る
地
名

で
あ
り
ま
し
た
が
、
住
居
表
示

実
施
に
よ
り
68
年
ま
で
で
行
政

上
の
地
名
と
し
て
は
消
滅
し
ま

し
た
。

三
河
島
町
会
会
館
は
、
事
故

現
場
と
は
目
と
鼻
の
距
離
に
あ

り
、
事
故
当
日
も
町
会
の
方
々

は
暗
夜
の
悪
条
件
と
目
を
覆
う

惨
状
の
中
、
警
察
の
災
害
活
動

に
協
力
し
、
当
時
の
警
視
総
監

で
あ
っ
た
原
文
兵
衛
か
ら
感
謝

状
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
名
残
か
ら
か
今
で
も

「
三
河
島
町
会
会
館
」
と
名
を

残
し
て
い
ま
す
。

会
館
は
ス
サ
ノ
オ
神
社
の
分

社
で
す
。
地
元
の
私
た
ち
は

「
お
宮
さ
ん
」
と
気
安
く
呼
ん

で
い
ま
す
が
、
荒
川
区
内
で
も

っ
と
も
広
い
氏
子
区
域
を
も
つ

神
社
と
し
て
61
町
会
の
な
か
で

「
ス
サ
ノ
オ
オ
オ
カ
ミ
」
「
ア

ス
カ
オ
オ
カ
ミ
」
を
ご
祭
神
と

し
て
い
ま
す
。

歴
史
と
人
情
の
あ
る
町
会
会

館
で
毎
月
分
会
の
行
事
を
無
事

行
え
る
事
は
、
地
元
の
氏
神
様

の
お
か
げ
で
す
。
そ
の
長
い
歴

史
の
中
で
日
暮
里
１
分
会
は
ど

ん
な
に
小
さ
な
こ
と
で
も
必
ず

み
ん
な
で
話
し
合
い
、
意
見
を

聞
き
協
力
し
合
い
な
が
ら
後
継

者
の
引
継
ぎ
を
行
っ
て
い
ま

す
。住

宅
デ
ー
三
河
島
町
会
会
館

で
は
名
物
の
野
菜
が
た
っ
ぷ
り

入
っ
た
焼
き
そ
ば
で
来
場
者
を

賑
わ
せ
、
年
に
一
回
の
分
会
総

防
水
工
（
正
規
）

大
内
工
業
（
北
支
部
）

☎
０
９
０-

２
６
４
０-

９
４

１
２

タ
イ
ル
工
（
正
規
）

石
塚
茂
（
葛
飾
支
部
）

☎
０
９
０-

３
９
１
６-

０
０

８
０

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
（
正
規
）

(

株)

富
張
興
業
（
足
立
支

部
）

☎
０
９
０-

９
３
６
５-

９
６

７
４

が
っ
ち
り
握
手
の
小
谷
野
分
会

長
（
左
）
と
堀
井
前
分
会
長

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍

満
州
支
配
の
た
め
に

日暮里１分会 三河島町会会館

歴史と人情あるお宮さん

北
満
で
の
農
作
業
の
訓
練

出
典
：
日
本
の
戦
史
（
毎
日
新
聞
社
）

集
め
ら
れ
た
少
年
隊
員

出
典
：
日
本
の
戦
史
（
毎
日
新
聞
社
）

戦
前
の
不
況
（
昭
和
恐
慌
１

９
２
９
年
～
１
９
３
２
年
「
昭

和
７
年
」
頃
ま
で
？
）
で
、
長

野
県
の
主
産
業
の
養
蚕
業
は
成

り
立
た
な
く
な
り
ま
し
た
。
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